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研究成果の概要（和文）：本研究では、講義提供型教育による受身的な学習ではなく、学習者が

自らの学習に主体的に取り組み、学習活動に積極的に参加してこそ、初めて学びが起こる、と

いう構成主義の考え方に基づいて、対面授業・ブレンデッド授業・オンライン授業全てにおい

て、構成主義や学習者中心主義に基づいた学習デザインの授業設計を可視化・促進し、又、そ

ういった学習デザインの共有化および再利用を促進するツールの開発を目的とした。我が国で

は、まだまだ、「e ラーニング、すなわちビデオ化した講義の提供」、という考え方が強く、従

来の講義型の延長線上で e ラーニングや教育の ICT 化を捉えている面が強く見られるため、学

習者の学習活動を中心に設計するツールを開発し、構成主義的・学生中心主義的な授業設計を

促進することは、欧米に後れを取っている日本の高等教育を活性化するものであると思われる。

本研究においては、大学における授業を科目・コマ・学習活動の 3 つのレベルで設計し、設計

を可視化し、組織という枠を超えたコミュニティで共有し、評価・再利用するツールを開発し

た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of this study is to develop a tool to facilitate designing courses based on the 
principles of constructivism and student-centered learning and to facilitate sharing 
and reusing of those learning designs in all forms of teaching and learning; face-to-face, 
blended and online learning, based on the premise of new educational paradigm that 
learning occurs when learners initiate their learning and are actively involved in 
learning activities instead of lecture-based passive learning. In Japan, still the notion 
that “e-learning is the provision of lecture videos online” is prevailing and people tend 
to consider e-learning and the use of ICT in education in extension of the traditional 
lecture-based teaching and learning. Therefore, by facilitating the class design based 
on the constructivism and student-centered learning, the development of the tool 
mentioned above will advance higher education practices in Japan that tend to be 
behind of those in Western countries. In this study, a tool has been developed to design 
university classes in the following three levels: a course, a class, and a learning activity, 
to visualize, to share, to evaluate, and to reuse those designes beyond organizational 
boundaries, . 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：教育工学・教育工学 
キーワード：構成主義、学生中心主義、学習デザイン、ラーニングデザイン、ICT 活用教育、

e ラーニング、授業設計、LD 
 
１．研究開始当初の背景 

2006 年 6 月 1 日に発表した「重点計画―
2006」に続いて、2008 年 6 月 11 日にも首相
官邸の IT 戦略本部は「IT 政策ロードマップ」、
また、「重点計画―20008」を打ち出している。
その中で、「インターネット等を用いた遠隔
教育を行う学部・研究科の割合を 2 倍以上に
することを目指し、大学におけるインターネ
ットを用いた遠隔教育等の推進により、国内
外の大学や企業との連携、社会人の受入れを
促進する」ことが目標の一つに掲げられてお
り、大学教育の ICT（情報コミュニケーショ
ン技術）化、及び e ラーニング化が求められ
た。 

欧米における教育の ICT 化先進国におい
ては、ICT 活用により今まで実現が難しかっ
た教育方法が可能になった面に着目してお
り、新しい教育のパラダイムである構成主義
や学習者中心主義に基づいて、ICT 活用によ
り、協調学習、協働学習、アクティブラーニ
ング、グループ学習、課題解決型学習、プロ
ジェクト・ベースド・ラーニングなどの新し
い教育手法を積極的に取り入れている。 
しかしながら、我が国では、従来の講義型

の延長線上で eラーニングや教育の ICT化を
捉えている面が強く見られる。欧米の様々な
学習理論の研究により、一方通行の講義提供
型教育は教育効果が低く、学習者の学習に対
する意欲も湧きにくい、という結果が出てき
ている。講義提供型教育による受身的な学習
ではなく、学習者が自らの学習に主体的に取
り組み、学習活動に積極的に参加してこそ初
めて学びが起こる、というのが新しい教育の
パラダイムにおける共通の認識である。 

現在、ICT 活用教育や e ラーニングの基調
となっているのが、ラーニング・マネジメン
ト・システム（LMS）であるが、LMS はも
ともと、「教師が学習者や教育内容を如何に
管理するか」という視点から作られており、
教師中心主義、または、コンテンツ中心主義
の前提に基づいて開発されてきたと批判す
る声もある。LMS を使って、教師が学習内
容をどのように伝達するかを計画するのは
容易であるが、学習者が主体的に学ぶための
学習活動をどのように設計・運営・評価する
か、を計画するのは難しいのが現状である。 
 
２．研究の目的 
前節で述べたように、欧米における教育の

ICT 化先進国では、学習者が主体的に学習に

取り組むためにどう学習活動を設計するか、
すなわち、ラーニングデザインの研究が進ん
でいる。また、そういった授業設計のための
ツールの開発も行われているところである。
しかしながら、そういったツールをただ日本
語化するだけで日本の大学の授業で使える
かどうかは疑わしい。 

また、現在の大学教員は, 旧態依然の講義
中心の授業で自らの教育を受けてきており, 
学生のアクティブ・ラーニングを促すような
授業をどのように設計・実施したらよいのか
よくわからない、 というのが現状である。
また, 講義をしない授業では仕事を怠ってい
るように思われたり、そういった授業に慣れ
ていない学生側の反応も鈍く、どのように改
善したらよいのかわからなかったりする教
員も少なくはないように思われる。 

したがって、本研究では、日本の教員のニ
ーズを踏まえて、日本の大学教育において、
対面授業・ブレンデッド授業・オンライン授
業全てにおいて、学習者中心主義に基づいた
学習デザインの授業設計を促進し、又、そう
いった学習デザインの共有化および再利用
を促進するツールを開発することを目的と
する。また、教員自らの授業実践の振り返り
を促進し、ソーシャルネットワーキングサー
ビスを活用して、大学の枠組みに捉われずに
教員同士が授業実践を共有し、 反省や感想
からお互い学び合い、実践知を集積していく
とともに、授業のエビデンスを残すことによ
って教員のティーチングポートフォリオと
しての役割をも担うツールの開発を目指す。 

 
３．研究の方法 

ツールの開発前の調査として、以下の 3点
に重点を当てて研究をすすめた。 
(1) 既存のツールのレビュー：約 20 余
りの学習デザインツール（主に、オーストラ
リアや英国で開発されている）が、それぞれ
微妙に異なった目的・前提・対象に作られて
いる。まず、それらに関する文献調査を行い、
その後、現在最もよく使われると考えられて
いるツール（オープンソースのものを優先す
る）を３～４選出し、評価を行った。 
(2) 日本の大学における構成主義的授
業の実践事例の収集：日本教育工学会全国大
会論文集等の論文集の過去 5年余りの論文を
検索し、「研究開始当初の背景」のところで
掲げたような授業実践の事例を収集した。 
(3) 国際標準化の動向の観察・理解：将



来、国際的に共有できるツールの開発を目指
すため、学習デザインの国際標準化の動向に
も造詣を深めることに努めた。そのために、
IMS-LD の会議に参加するとともに、学習プロ
セスのモデル化の標準化に関する文献の調
査を行った。また、現在最もよく活用されて
いる学習デザインツールである LAMS のユー
ザー会議にも参加し、LAMS の動向・課題につ
いて把握した。 
 
４．研究成果 
 上記の調査を踏まえて、本研究では、ラー
ニング・デザイン・ツールの主な 2機能：1) 
ラーニング・デザインを可視化する、と 2)
授業や学習活動の設計を支援する；に加えて、
各学習活動・コマとしての活動・科目として
の活動の 3段階で授業を設計・可視化・振り
返りを行う機能と、そういった授業設計の新
規投稿や更新を、現在日本人登録者が 1000
万人を超えたといわれている Facebook 上で
共有し、他者がコメントや「いいね！」を付
与できるアプリとして公開することによっ
て教員間のソーシャルラーニングによる効
果を狙ったツールを開発した。また, ラーニ
ング・デザイン・ツールとしてのみならず, 
教員の授業実践のエビデンスを残すポート
フォリオ・ツールとしての目的を果たす
LOLA (Learning Objectives/Learning 
Activities) ツールの開発を行った。 
以下に、 そのツールの概要を説明する。 
ツールの対象ユーザは主に大学教員とする。 
また、ツールの目的としては以下の 4つを挙
げる。 
1) 学習活動・コマ・科目といった三段階で

の学習目標設定の支援 
2) 学習活動・コマ・科目といった三段階で

の授業設計の可視化と振り返りの支援 
3) 授業実践のエビデンス蓄積とそれを検索

可能とする仕組み 
4) 各教員の授業実践の共有・コメント付与

等による教員間の授業改善のためのソー
シャルラーニング 
前述したように, 授業実践の入力にあた

っては, 下記の 3つのレベルがある.  
1) 科目レベル  
このレベルでは, 科目名（文字列）、 科目分
類（複数カテゴリ）、授業形態（対面型・遠
隔型・ブレンデッド型）、学生数（数値）、年
度・開講年度（数値）, 学期（前期・後期・
集中講義・その他）といった科目の基礎情報
を入力できるようにし、 学習目標としてブ
ルームの教育目標分類（記憶・理解・応用・
分析・評価・創造）から選択（複数可）し、
具体的にどのような学習目標の達成を目指
しているのか、 および、 学習目標の達成度
（成績）の評価方法を文字列で入力できるよ
うにした。 また、ウェブ上で公開されてい

るシラバス等へのリンクも張れるようにす
る。また、コマ・学習活動レベルの情報を入
力したところで、このレベルの画面から 15
コマ（あるいはその科目が有するコマ数）す
べての学習活動が表として可視化できるよ
うにしたる。 
2) コマレベル 
このレベルにおいては、 3）のレベルである
学習活動を並べてシークエンスとすること
で、1 コマの授業の流れを可視化できるよう
にした。 また、1コマは授業時間内だけの活
動にとどまらず、授業前、授業後の学習活動
も含むことを可能とし、そのコマ全体での①
意図・目的、 ②反省・感想 等の入力を可能
とすることで、 教員の振り返り、エビデン
スの蓄積を可能とした。 
3) 学習活動レベル 
LAMS といったラーニング・デザイン・ツール
の考え方を基に、 授業一コマは学習活動の
シークエンスとして表すことができること
として、学習活動を一つのアイコンで表現し
ている。アイコンには、講義、資料提示、情
報検索・収集、グループディスカッション、
ブレインストーミング、実験、演習、プレゼ
ンテーション、レポート・課題提出、相互評
価、総テスト、その他、があり、それぞれが
ドラッグ＆ドロップで全体の学習活動シー
クエンスを作成できるようにした。（図１参
照）そうすることによって、 シークエンス
の可視化を可能とし、また、教員の入力の負
担を軽減することに繋がる。 また、それぞ
れのアイコンをダブルクリックすると入力
フォームが表示され、 1)目的・意図、2)方
法・工夫、 3)反省・感想、が入力できるよ
うにし、また、それぞれの活動に必要な資料
や素材がファイルとしてアップロード、又は
リンクとして参照できるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 LOLA ツールのスクリーンショット 
 
このツールの最も大きな特徴として、教員

の授業設計、及び、授業実施後の感想やコメ
ントを実践をコミュニティで共有できると



ころにある。今まで、一人で試行錯誤してい
た授業実践をコミュニティで共有すること
によって、教員全体でのソーシャルラーニン
グを可能とするのである。これを可能とする
ため, Facebook と連携させ公開して、「いい
ね！」ボタンやコメントを付与できるように
した。 
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